
フォンス・フローリス古楽院
関西講座発表会関西講座発表会

2010年11月3日（水祝）午後4時
母の家ベテル 入場無料

「母の家ベテル」阪急神戸線「御影」駅 徒歩7分
（〒658-0047神戸市東灘区御影3丁目27-22）

［演奏曲］
グレゴリオ聖歌 Gregorian chant
入祭唱「主よ、顧みてください」 Introitus: Respice, Domine
昇階唱「幸いな民」 Graduale: Beata gens
第8旋法のキリエ Kyrie VIII toni

ジョスカン・デ・プレ Josquin des Prez (ca.1450/55-1521)
喜んでください、キリストの母であるおとめよ Gaude Virgo, mater Christi
アヴェ・マリア、清けきおとめ Ave Maria ... Virgo serena
4声のサルヴェ・レジーナ Salve Regina a 4

トマス・ルイス・デ・ビクトリア Tomás Luis de Victoria (1548-1611)
詩編113編「主の僕らよ、賛美せよ」 Psalmus 112: Laudate pueri
詩編127編「主が家を建てられるのでなければ」 Psalmus 126: Nisi Dominus

マルカントワーヌ・シャルパンティエ Marc-Antoine Charpentier (1643-1704)
真夜中のミサ より　Messe de minuit H.9
わたしたちの主イエス・キリスト御降誕の歌 より
In Nativitatem Domini nostri Jesu Christi Canticum H.414

［演奏］
フォンス・フローリス古楽院関西講座2010
「グレゴリオ聖歌入門」受講生
「ルネサンス音楽を歌う」受講生
「フランドル楽派の音楽を歌う」受講生
「フランス・バロックの合唱曲を歌う」受講生

［指揮・指導］
花井哲郎
早稲田大学第一文学部哲学専攻卒業。アムステルダム・
スウェーリンク音楽院にて、オルガンとチェンバロを学
ぶ。ロッテルダム音楽院において合唱指揮と管弦楽指揮
のディプロマを取得。またブラバント音楽院にて古楽声
楽アンサンブルをレベッカ・ステュワートに師事。またグ
レゴリオ聖歌の研究・演奏活動にも従事。1997年に東京
にて「ヴォーカル・アンサンブル カペラ」を創設、以来ル
ネサンス・フランドルの宗教作品の演奏を続ける。古楽
をレパートリーとするアンサンブル、合唱団、管弦楽団な
どを指導するほか、様々な講習会や講座の講師を務め、
グレゴリオ聖歌、ルネサンス・バロックの宗教音楽の演
奏と普及活動を行う。古楽アンサンブル「コントラポン
ト」リーダー、フォンス・フローリス古楽院院長、国立音楽
大学講師。

フォンス・フローリス古楽院は、西欧中世・ルネサンス・バロックの時代の音楽を、主に歌のアンサンブルを中心
として実践する人たちのための学びの場です。古い音楽にふさわしい発声の基本、記譜法、声と声あるいは声と
楽器のアンサンブル、言語の感覚、音楽史の知識、そして古い音楽の持つ深い霊性と高貴な精神性を、様々な楽
曲を通して、楽しみながら学んでいます。
今年はグレゴリオ聖歌のミサ曲、フランドルの巨匠ジョスカン・デ・プレによる聖母モテット、ルネサンス時代最
後を飾るスペインの大家ビクトリアによる壮大な二重合唱の詩編、そしてフランス・バロックの楽しいクリスマ
スのミサ曲に取り組んできました。勉強と練習の成果をお聴きいただければ幸いです。

問い合わせ：井上 phone/fax 072-228-5288 ecclatin@aol.com


